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No.1
れ　  ん　  ご　  う　  鳥　  取（４） No.1 ２０１７ 年 １ 月 １ 日

連合鳥取／　2017新春のつどい
◇日　　時　　2017年1月20日（金）16時30分開会
◇場　　所　　ホープスターとっとり　（鳥取市）

連合鳥取／　2017春季生活闘争開始宣言集会
◇日　　時　　2017年２月４日（土）13時30分～
◇場　　所　　まなびタウンとうはく
◇参加規模　　300名規模
◇内　　容
　　　　①主催者あいさつ
　　　　②講演　「地域春闘の重要性について（仮称）」
　　　　　　講師：連合本部 総合労働局長
　　　　　　　　　　　　須田　孝さん
　　　　③連合鳥取2017春闘方針提案
　　　　④意見・討論
　　　　⑤闘争開始宣言
　　　　⑥団結がんばろう

て
ん
じ
ん
こ
ら
む

連 合 鳥 取
　　　会 長　本 川  博 孝

年頭あいさつ

新年あけまして

　おめでとう

　　ございます

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。新
春
を
ご
家
族
と
健
や
か
に
お

迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す

▼
さ
て
、
近
年
自
然
の
猛
威
に
さ
ら
さ
れ

て
い
る
日
本
列
島
で
あ
り
ま
す
。昨
年
は

熊
本
地
震
で
あ
り
夏
場
に
連
続
で
発
生

し
た
台
風
、
そ
し
て
　
月
に
は
鳥
取
県

中
部
で
起
き
た
鳥
取
県
中
部
地
震
と
、

各
方
面
で
甚
大
な
被
害
を
被
っ
て
い
る

方
が
多
数
お
ら
れ
る
と
の
事
で
す
。自
然

災
害
は
防
ぎ
よ
う
の
な
い
災
害
で
も
あ

り
ま
す
が
、
被
災
者
の
方
々
に
は
改
め
て

お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
▼
鳥
取
県

中
部
地
震
で
は
、当
社
に
お
い
て
も
多
数

の
方
が
被
害
に
あ
わ
れ
て
お
り
、
社
内
で

の
義
援
金
の
募
金
を
お
願
い
し
た
と
こ

ろ
、
多
数
の
ご
賛
同
を
い
た
だ
き
、
多
額

の
寄
付
金
が
集
ま
り
ま
し
た
。な
か
で
も

ご
自
分
も
被
害
に
あ
わ
れ
て
い
る
の
に
、

自
分
の
所
は
た
い
し
た
事
が
な
い
の
で
、

と
募
金
し
て
く
れ
そ
う
に
な
っ
た
の
に
は

頭
が
下
が
る
思
い
で
し
た
▼
労
働
運
動

を
辞
書
で
調
べ
る
と
、「
労
働
者
が
労
働

条
件
の
改
善
や
社
会
地
位
の
向
上
、
政

治
的
権
利
の
獲
得
な
ど
を
め
ざ
し
て
団

結
し
て
行
う
運
動
」
と
出
て
き
ま
す
が
、

こ
の
助
け
合
い
の
精
神
こ
そ
が
労
働
運

動
の
基
本
で
は
な
い
か
と
私
は

思
い
ま
す
。こ
の
助
け
合
い

の
精
神
を
忘
れ
ず
、
又
、

継
承
し
て
い
き
た
い
も

の
で
す
。

　
　
　
　（
Ｋ
じ
い
）

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

 

組
合
員
の
み
な
さ
ま
に
は
、

ご
家
族
お
揃
い
で
、健
や
か

な
新
春
を
お
迎
え
に
な
ら

れ
た
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

 

ま
た
、日
ご
ろ
よ
り
連
合

鳥
取
の
運
動
に
対
し
ま
し

て
、ご
理
解
と
ご
協
力
を
い

た
だ
き
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、Ｅ
Ｕ
離
脱
を
決

め
た
英
国
の
国
民
投
票
、米

国
の
大
統
領
選
挙
を
は
じ

め
、世
界
の
政
治
・
経
済
に

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
出

来
事
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

　
国
内
で
は
、急
激
な
少
子

高
齢
化
・
人
口
減
少
と
い
う

変
化
に
直
面
し
、経
済
成
長

の
担
い
手
で
あ
る
労
働
力

人
口
の
減
少
が
経
済
を
縮

小
さ
せ
、社
会
保
障
制
度
の

持
続
に
も
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
し
、社
会
の
あ
ら
ゆ
る

面
に
悪
影
響
を
も
た
ら
し

ま
し
た
。

　
ま
た
政
治
状
況
も
、暴
力

的
と
も
い
え
る
一
強
政
治

が
蔓
延
し
、格
差
や
貧
困
を

拡
大
さ
せ
、将
来
の
雇
用
・

生
活
に
対
す
る
希
望
が
失

わ
れ
、社
会
か
ら
取
り
残
さ

れ
た
と
感
じ
る
人
々
の
不

満
や
怒
り
を
受
け
止
め
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　
そ
う
し
た
中
、労
働
運
動

も
、雇
用
や
生
活
に
不
満
が

渦
巻
い
て
い
る
今
こ
そ
、職

場
や
地
域
で
働
く
者
の
頼

り
と
な
る
存
在
と
し
て
、積

極
的
に
行
動
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
に
も
か
か
わ
ら

ず
、社
会
の
期
待
に
十
分
応

え
て
い
る
と
は
言
え
ま
せ

ん
。

　
今
、労
働
運
動
の
置
か
れ

て
い
る
状
況
は
極
め
て
深

刻
な
状
況
に
あ
る
と
い
え

ま
す
。こ
の
ま
ま
で
は
労
働

運
動
が
足
元
か
ら
崩
壊
し

て
し
ま
い
か
ね
な
い
切
迫

し
た
事
態
に
直
面
し
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

　
弱
い
立
場
に
あ
る
も
の

が
、協
力
、団
結
し
て
社
会

の
不
条
理
に
対
し
て
た
た

か
う
姿
勢
を
持
ち
、権
力
に

屈
す
る
こ
と
な
く
行
動
す

る
こ
と
こ
そ
が
労
働
運
動

の
使
命
で
あ
り
原
点
で
す
。

原
点
に
立
ち
戻
り
、私
た
ち

の
運
動
が
政
治
に
翻
弄
さ

れ
る
こ
と
な
く
、運
動
方
針

に
で
き
る
だ
け
忠
実
に
取

り
組
み
を
強
化
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
２
０
１
７
春
季
生
活
闘

争
で
は
、経
済
の
自
立
的
な

成
長
、社
会
の
安
定
性
の
確

保
に
向
け
て
、「
底
上
げ
」

「
底
支
え
」「
格
差
是
正
」の

流
れ
を
継
続
し
、「
働
く
こ

と
を
軸
と
す
る
安
心
社
会
」

の
実
現
に
向
け
て
、一
人
ひ

と
り
が
自
ら
の
生
活
と
、政

治
・
政
策
と
の
繋
が
り
を
意

識
し
、積
極
的
に
行
動
す
る

こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

　
連
合
鳥
取
は
、「
働
く
こ

と
を
軸
と
す
る
安
心
社
会
」

の
実
現
に
向
け
、働
く
者
の

拠
り
所
と
し
て
、そ
の
力
を

結
集
し
、さ
ら
な
る
運
動
の

強
化
と
、地
域
に
顔
の
見
え

る
運
動
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　
２
０
１
７
年
が
、み
な
さ

ま
に
と
っ
て
、素
晴
ら
し
い

年
に
な
り
ま
す
よ
う
お
祈

り
し
、新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。

鳥取県議会議員坂野 経三郎 鳥取県議会議員浜田 妙子
　あけましておめでとうございます。
　１期４年間、返還を続けた政務活動費。
　２期目は、定期大会などを通じ、組合員のみなさまより

「必要額を精査し、県政発展のため使用すべき」と、寄せ
られたお声を反映することといたしました。
　また、政務活動費は2017年度使用分から、全議員のす
べての証拠書類がネット公開となります。今期は、政務活
動費で全国の先進事例を視察し、パネルを活用したわか
り易い議論に取り組みました。写
真は、100名を超える組合員のみ
なさまの御意見を聞いた上で、９
月議会で取り組んだ県立美術館
についての質問です。
　33才の未熟者でございますが、
更なる高みをめざし、県政へ邁進
します。本年も引き続きご指導よ
ろしくお願いします。

　女性活躍と言うけれど
　一億総活躍社会の名の下に『女よ社会参加を！　女
よ働け！　管理職になれ！』あちらからもこちらからも
大合唱です。
　『エエッ！これ以上まだガンバレ！？』女性たちから幾
度聞いたことでしょう。
　愚痴も言わずに、掃除　洗濯　食事作り。職場は職
場で男に負けずと頑張って、我が家の太陽お母さん、笑
顔を作って家族に大サービス。
　ホント強くなりました。でも～この苦労、娘にはさせた
くないな～だから、『お父さん！ワークライフバランス考
えて！』『私の話、せめて黙って聞いてほしい～』
　こんな家庭は少な
くなったのでしょう
か？
　もし近くにあったな
ら、私と一緒に働き方
改革を！是非足元か
ら！！私の願いです。

12月議会で質問12月議会で質問

※詳しくは、連合鳥取事務局へ
お問い合わせください。

10

2017春季生活闘争 職場点検チェックリスト でチェックしよう！
連合鳥取
ホームページ
掲載

◆あなたの職場は大丈夫？◆



れ　  ん　  ご　  う　  鳥　  取（２） No.1 ２０１７ 年 １ 月 １ 日 れ　  ん　  ご　  う　  鳥　  取２０１７ 年 １ 月 １ 日 No.1 （３）

■地域協議会＆青年・女性委員会2017年度活動スタート■
本川　博孝
弘中　光典　　寺谷　昭人　　松崎　浩哉
田中　穂

副事務局長 吉田　正　　馬場　一憲　　山田　秀之　　佐貫　馨
企画委員会 ◎松崎　　弘中　　寺谷　○田中　　西村　　河村　　若月　　米村　　桑村　　山根　　鈴木　　矢辺
総　務　局 ◎田中　　吉田

委員長／小谷　　副委員長／西川　目春　中嶋　野口　　事務局長／植田　

◎弘中　　寺谷　　松崎　○田中　　吉田　　馬場　　山田　　佐貫　　西村　　河村　　廣澤　　藤田　　藤田
　　　　　門脇　　潮　　　米村　　山根　　鈴木　　矢辺

◎寺谷　　弘中　　松崎　○田中　　吉田　　馬場　　山田　　佐貫　　西村　　廣澤　　里田　　門脇　　湯村
　　　　　米村　　矢田　　桑村　　西平　　太田　　山根　　鈴木　　矢辺

◎桑村　　寺谷　　田中　○吉田　　馬場　　山田　　佐貫　　廣澤　　藤田　　米村　　下田　　西平　　浅田
　　　　　吉田　　竹田　　小谷　　太田

◎米村　　田中　○吉田　　馬場　　山田　　佐貫　　藤田　　門脇　　若月　　潮　　　湯村　　桑村　　浅田
　　　　　吉田　　竹田　　小谷

◎西村　　松崎　　田中　○吉田　　馬場　　山田　　佐貫　　河村　　藤田　　藤田　　門脇　　潮　
　　　　　内田　　西平　　浅田　　吉田　　竹田　　小谷　　太田　　山根　　鈴木　　矢辺

◎河村　　弘中　　田中　○吉田　　馬場　　山田　　佐貫　　西村　　藤田　　里田　　若月　　湯村
　　　　　矢田　　下田　　山根　　鈴木　　矢辺

◎若月　　弘中　　寺谷　　松崎　　田中　○吉田　　馬場　　山田　　佐貫　　西村　　河村　　廣澤
　　　　　　　　　里田　　矢田　　下田　　山根　　鈴木　　矢辺

組　織　局
非正規労働センター （組織局と同じ）
中小労働局

中小共闘センター
国民運動局

広報教育局

男女平等局

労働政策局

政治センター

青年委員会
女性委員会 委員長／太田　　副委員長／大庭　長屋　事務局長／森

東部地協　議長／山根　事務局長／馬場　　中部地協　議長／鈴木　事務局長／山田
西部地協　議長／矢辺　事務局長／佐貫　　　　　　　　　　　　　　※各地協事務局長は連合鳥取副事務局長と兼任

地域協議会

（◎局長 ○事務局）

2017 連合鳥取任務機構 
本年もどうぞよろしく

お願いします東部地協「第23回定期総会」

12月8日（木）／ホープスターとっとり

正

正

正 雅

正 雅

雅

正

正

正

雅

葉

正

葉

葉

浩

浩

浩

会   長
副　会 長
事 務 局 長

○ 2017春季生活闘争は、「経済の自律的成長」「包摂的な社会の構築」「ディーセント・ワークの実現」をめざす取り組みであ
　 る。そのためには引き続き所得向上による消費拡大をはかる必要があり、すべての働く者の賃金の「底上げ・底支え」と「格
　 差是正」の実現に取り組む。 
○「底上げ・底支え」「格差是正」のためには、「大手追従・準拠からの脱却」「サプライチェーン全体の付加価値分配」の取り組み
　 を前進させなければならない。とりわけ、規模間格差の是正に向けて、中小組合における賃金実態把握と賃金制度確立を徹
　 底するとともに、経営者団体および行政とも連携して公正取引の推進に取り組んでいく。 
○ 地方連合会においても、経営者団体をはじめとする地域のあらゆるステークホルダーとの連携をはかる「地域フォーラム」
　 を全都道府県で開催するなど社会対話を進めるとともに、地域の賃金相場確立に向けた情報開示に努める。

〈具体的な要求項目〉
◆賃上げ要求
 月例賃金
　①月例賃金にこだわり、賃金の引き上げをめざす。要求の組み
　　立ては、定期昇給相当分（賃金カーブ維持相当分）を確保した
　　うえで、「底上げ・底支え」「格差是正」にこだわる内容とする。
　②「賃金水準の絶対値」にこだわる取り組みを進める。
　③賃金制度が未整備の組合は、構成組織の指導のもと、制度の
　　確立・整備に向けた取り組みを強化する。
 企業内最低賃金
　①産業の公正基準を担保するにふさわしい水準で要求し協定
　　化を図るとともに、適用労働者の拡大をめざす。
　②すべての賃金の基礎である初任給について社会水準を確保する。
　　18歳高卒初任給の参考目標値……170,100円
 一時金
　①月例賃金の引き上げにこだわりつつ、年収確保の観点も含め
　　水準の向上・確保を図る。
◆規模間格差の是正（中小の賃上げ要求）
　①連合リビングウェイジに基づく「最低到達水準」をクリアす
　　ることをめざす。
◆非正規労働者の労働条件改善
　　社会保険適用労働者の拡大、2018年4月より労働契約法
　18条に基づく有期契約労働者の無期契約への転換の開始、法
　定地域別最低賃金上昇による就労時間調整などの動向を把握
　し、総合的な労働条件の改善に向けた取り組みを一層強化する
　必要がある。
　　公務職場を含め雇用安定化など総合的な労働条件改善に取
　り組むとともに、賃金（時給）については「誰もが時給1,000
　円」の実現をめざす。
◆職場における男女平等の実現
　①男女間の賃金格差の是正
　②男女平等の推進（女性活躍推進法、男女雇用機会均等法の定着・点検）

◆ワーク・ライフ・バランス社会の実現に向けた取り組み（時短な
　どの取り組み）
　①労働時間に関する協定・規約の見直し・強化、労働時間管理の
　　強化などによる過重労働対策の促進
　②時間外割増率の法定割増率以上の引き上げ（月60時間を超
　　える割増賃金率は50％以上に引き上げる）。
　③従業員50人未満の事業場における安全衛生委員会の設置
　④両立支援の促進（育児や介護と仕事の両立にむけた環境整備、
　　次世代育成支援対策推進法に基づく取り組みの推進、治療と
　　職業生活の両立）
　⑤ライフスタイルに応じた働き方と処遇の検討の実施
◆ワークルールの取り組み
　①雇用形態にかかわらない均等待遇の実現に向けた取り組み
　②有期労働契約に関する取り組み　　
　③改正労働者派遣法に関する取り組み
　④若者雇用に関する取り組み　　　　
　⑤高齢者雇用に関する取り組み
◆その他
 運動の両輪としての「政策・制度実現の取り組み」
　「政策・制度実現の取り組み」を春季生活闘争の労働条件改善の
　取り組みとともに運動の両輪として推し進める。
　①地域活性化に向けた中小企業・地場産業への支援強化
　②雇用の安定と公正労働条件の確保
　③社会保障と税の一体改革の推進によるセーフティネットの
　　拡充
 春季生活闘争を通じた組織拡大の取り組み 
　①「職場から始めよう運動」の強化　　
　②同じ職場で働く非正規労働者の組織化に向けた加盟組合への指導
　③未組織の子会社・関連会社、取引先企業などに向けた組合づ
　　くりの前進と、同じ産業で働く未組織労働者、未組織企業の
　　組織化

■連合2017春季生活闘争方針（骨子）＜連合第74回中央委員会／2016.11.25より＞■
～「底上げ・底支え」「格差是正」でクラシノソコアゲを実現しよう！

　　　　　　　　　　　　　長時間労働撲滅でハッピーライフの実現を！～

　連合は、クラシノソコアゲキャンペーンの一環と
して、12月6日（火）・7日（水）に、47地方連合会で
連合「STOP！長時間労働～あなたの働き方は大
丈夫？～」をテーマに労働相談ダイヤルを実施し、
全国で675件、連合鳥取には４件の相談が寄せ
られました。
　☎相談内容　　・長時間労働　・労災問題
　　　　　　　　・社会保険　　・パワハラ…
　連合鳥取専従役員＆組織アドバイザー、産別
からの相談員が、丁寧にお答えしました。

　連合総合男女平等局・井上久美枝総合局長を講師に迎え、
「女性を取り巻く環境と女性活躍推進法施行後の取り組みにつ
いて～あらゆる分野における男女平等参画を実現しよう！～」と
題し講演いただきました。国際社会から日本を見ると、男女間格
差がまだまだ大きく、管理職に占める女性の割合は低い水準で
あり、女性の過半数が非正規雇用で働いているため男女間の
賃金格差が大きいことを、グラフを用いて分かりやすく説明をし
ていただきました。また、出産後に同じ職場で働き続けている人
は約４割で、介護離職者も年間約10万人で男女比は２：８で仕
事を辞めるのは女性が多く、出産・介護と仕事を両立するには難
しい現状があることが分かりました。
　2016年4月1日より女性活躍推進法が施行され、事業主は職
場の女性の活躍状況を把握し、行動計画を策定し実行すること
が求められていますが、事業主任せにするのではなく、労働組
合自らが男女平等参画を進め、年齢や雇用形態に関わらず組
合活動へ参加し、意見を反映させていくことが重要であると感じ
ました。労働組合が男女平等に取り組
む意義を再確認するとともに、女性委
員会も各組織と連携を図りながら男女
平等の実現に向けてより一層活動を
進めていきたいと思いました。

（寄稿　女性委員会幹事
　　　　　　　　  中田まり子さん）

長時間労働の是正に向けて
－全国一斉労働相談ダイヤル実施－

中部地協「第22回定期総会」

12月8日（木）／倉吉体育文化会館

西部地協「第22回定期総会」

12月7日(水)／米子コンベンションセンター

青年委員会「第26回定期総会」 12月4日（日）／
伯耆しあわせの郷

女性委員会「第21回定期総会」 12月11日（日）／
鳥取県労働会館

－「第1回執行委員会（2016.12.13）確認」－

【概要】

男女平等参画を実現しよう！
－女性委員会「学習会」で学ぶ－

講師／井上総合局長講師／井上総合局長
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総　務　局 ◎田中　　吉田
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中小共闘センター
国民運動局
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男女平等局

労働政策局
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青年委員会
女性委員会 委員長／太田　　副委員長／大庭　長屋　事務局長／森

東部地協　議長／山根　事務局長／馬場　　中部地協　議長／鈴木　事務局長／山田
西部地協　議長／矢辺　事務局長／佐貫　　　　　　　　　　　　　　※各地協事務局長は連合鳥取副事務局長と兼任

地域協議会

（◎局長 ○事務局）

2017 連合鳥取任務機構 
本年もどうぞよろしく

お願いします東部地協「第23回定期総会」

12月8日（木）／ホープスターとっとり
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○ 2017春季生活闘争は、「経済の自律的成長」「包摂的な社会の構築」「ディーセント・ワークの実現」をめざす取り組みであ
　 る。そのためには引き続き所得向上による消費拡大をはかる必要があり、すべての働く者の賃金の「底上げ・底支え」と「格
　 差是正」の実現に取り組む。 
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　 底するとともに、経営者団体および行政とも連携して公正取引の推進に取り組んでいく。 
○ 地方連合会においても、経営者団体をはじめとする地域のあらゆるステークホルダーとの連携をはかる「地域フォーラム」
　 を全都道府県で開催するなど社会対話を進めるとともに、地域の賃金相場確立に向けた情報開示に努める。
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　⑤高齢者雇用に関する取り組み
◆その他
 運動の両輪としての「政策・制度実現の取り組み」
　「政策・制度実現の取り組み」を春季生活闘争の労働条件改善の
　取り組みとともに運動の両輪として推し進める。
　①地域活性化に向けた中小企業・地場産業への支援強化
　②雇用の安定と公正労働条件の確保
　③社会保障と税の一体改革の推進によるセーフティネットの
　　拡充
 春季生活闘争を通じた組織拡大の取り組み 
　①「職場から始めよう運動」の強化　　
　②同じ職場で働く非正規労働者の組織化に向けた加盟組合への指導
　③未組織の子会社・関連会社、取引先企業などに向けた組合づ
　　くりの前進と、同じ産業で働く未組織労働者、未組織企業の
　　組織化

■連合2017春季生活闘争方針（骨子）＜連合第74回中央委員会／2016.11.25より＞■
～「底上げ・底支え」「格差是正」でクラシノソコアゲを実現しよう！

　　　　　　　　　　　　　長時間労働撲滅でハッピーライフの実現を！～

　連合は、クラシノソコアゲキャンペーンの一環と
して、12月6日（火）・7日（水）に、47地方連合会で
連合「STOP！長時間労働～あなたの働き方は大
丈夫？～」をテーマに労働相談ダイヤルを実施し、
全国で675件、連合鳥取には４件の相談が寄せ
られました。
　☎相談内容　　・長時間労働　・労災問題
　　　　　　　　・社会保険　　・パワハラ…
　連合鳥取専従役員＆組織アドバイザー、産別
からの相談員が、丁寧にお答えしました。

　連合総合男女平等局・井上久美枝総合局長を講師に迎え、
「女性を取り巻く環境と女性活躍推進法施行後の取り組みにつ
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あり、女性の過半数が非正規雇用で働いているため男女間の
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事を辞めるのは女性が多く、出産・介護と仕事を両立するには難
しい現状があることが分かりました。
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場の女性の活躍状況を把握し、行動計画を策定し実行すること
が求められていますが、事業主任せにするのではなく、労働組
合自らが男女平等参画を進め、年齢や雇用形態に関わらず組
合活動へ参加し、意見を反映させていくことが重要であると感じ
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む意義を再確認するとともに、女性委
員会も各組織と連携を図りながら男女
平等の実現に向けてより一層活動を
進めていきたいと思いました。

（寄稿　女性委員会幹事
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連合鳥取／　2017新春のつどい
◇日　　時　　2017年1月20日（金）16時30分開会
◇場　　所　　ホープスターとっとり　（鳥取市）

連合鳥取／　2017春季生活闘争開始宣言集会
◇日　　時　　2017年２月４日（土）13時30分～
◇場　　所　　まなびタウンとうはく
◇参加規模　　300名規模
◇内　　容
　　　　①主催者あいさつ
　　　　②講演　「地域春闘の重要性について（仮称）」
　　　　　　講師：連合本部 総合労働局長
　　　　　　　　　　　　須田　孝さん
　　　　③連合鳥取2017春闘方針提案
　　　　④意見・討論
　　　　⑤闘争開始宣言
　　　　⑥団結がんばろう
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と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す

▼
さ
て
、
近
年
自
然
の
猛
威
に
さ
ら
さ
れ

て
い
る
日
本
列
島
で
あ
り
ま
す
。昨
年
は

熊
本
地
震
で
あ
り
夏
場
に
連
続
で
発
生

し
た
台
風
、
そ
し
て
　
月
に
は
鳥
取
県

中
部
で
起
き
た
鳥
取
県
中
部
地
震
と
、

各
方
面
で
甚
大
な
被
害
を
被
っ
て
い
る

方
が
多
数
お
ら
れ
る
と
の
事
で
す
。自
然

災
害
は
防
ぎ
よ
う
の
な
い
災
害
で
も
あ

り
ま
す
が
、
被
災
者
の
方
々
に
は
改
め
て

お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
▼
鳥
取
県

中
部
地
震
で
は
、当
社
に
お
い
て
も
多
数

の
方
が
被
害
に
あ
わ
れ
て
お
り
、
社
内
で

の
義
援
金
の
募
金
を
お
願
い
し
た
と
こ

ろ
、
多
数
の
ご
賛
同
を
い
た
だ
き
、
多
額

の
寄
付
金
が
集
ま
り
ま
し
た
。な
か
で
も

ご
自
分
も
被
害
に
あ
わ
れ
て
い
る
の
に
、

自
分
の
所
は
た
い
し
た
事
が
な
い
の
で
、

と
募
金
し
て
く
れ
そ
う
に
な
っ
た
の
に
は

頭
が
下
が
る
思
い
で
し
た
▼
労
働
運
動

を
辞
書
で
調
べ
る
と
、「
労
働
者
が
労
働

条
件
の
改
善
や
社
会
地
位
の
向
上
、
政

治
的
権
利
の
獲
得
な
ど
を
め
ざ
し
て
団

結
し
て
行
う
運
動
」
と
出
て
き
ま
す
が
、

こ
の
助
け
合
い
の
精
神
こ
そ
が
労
働
運

動
の
基
本
で
は
な
い
か
と
私
は

思
い
ま
す
。こ
の
助
け
合
い

の
精
神
を
忘
れ
ず
、
又
、

継
承
し
て
い
き
た
い
も

の
で
す
。

　
　
　
　（
Ｋ
じ
い
）

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

 

組
合
員
の
み
な
さ
ま
に
は
、

ご
家
族
お
揃
い
で
、健
や
か

な
新
春
を
お
迎
え
に
な
ら

れ
た
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

 

ま
た
、日
ご
ろ
よ
り
連
合

鳥
取
の
運
動
に
対
し
ま
し

て
、ご
理
解
と
ご
協
力
を
い

た
だ
き
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、Ｅ
Ｕ
離
脱
を
決

め
た
英
国
の
国
民
投
票
、米

国
の
大
統
領
選
挙
を
は
じ

め
、世
界
の
政
治
・
経
済
に

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
出

来
事
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

　
国
内
で
は
、急
激
な
少
子

高
齢
化
・
人
口
減
少
と
い
う

変
化
に
直
面
し
、経
済
成
長

の
担
い
手
で
あ
る
労
働
力

人
口
の
減
少
が
経
済
を
縮

小
さ
せ
、社
会
保
障
制
度
の

持
続
に
も
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
し
、社
会
の
あ
ら
ゆ
る

面
に
悪
影
響
を
も
た
ら
し

ま
し
た
。

　
ま
た
政
治
状
況
も
、暴
力

的
と
も
い
え
る
一
強
政
治

が
蔓
延
し
、格
差
や
貧
困
を

拡
大
さ
せ
、将
来
の
雇
用
・

生
活
に
対
す
る
希
望
が
失

わ
れ
、社
会
か
ら
取
り
残
さ

れ
た
と
感
じ
る
人
々
の
不

満
や
怒
り
を
受
け
止
め
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　
そ
う
し
た
中
、労
働
運
動

も
、雇
用
や
生
活
に
不
満
が

渦
巻
い
て
い
る
今
こ
そ
、職

場
や
地
域
で
働
く
者
の
頼

り
と
な
る
存
在
と
し
て
、積

極
的
に
行
動
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
に
も
か
か
わ
ら

ず
、社
会
の
期
待
に
十
分
応

え
て
い
る
と
は
言
え
ま
せ

ん
。

　
今
、労
働
運
動
の
置
か
れ

て
い
る
状
況
は
極
め
て
深

刻
な
状
況
に
あ
る
と
い
え

ま
す
。こ
の
ま
ま
で
は
労
働

運
動
が
足
元
か
ら
崩
壊
し

て
し
ま
い
か
ね
な
い
切
迫

し
た
事
態
に
直
面
し
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

　
弱
い
立
場
に
あ
る
も
の

が
、協
力
、団
結
し
て
社
会

の
不
条
理
に
対
し
て
た
た

か
う
姿
勢
を
持
ち
、権
力
に

屈
す
る
こ
と
な
く
行
動
す

る
こ
と
こ
そ
が
労
働
運
動

の
使
命
で
あ
り
原
点
で
す
。

原
点
に
立
ち
戻
り
、私
た
ち

の
運
動
が
政
治
に
翻
弄
さ

れ
る
こ
と
な
く
、運
動
方
針

に
で
き
る
だ
け
忠
実
に
取

り
組
み
を
強
化
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
２
０
１
７
春
季
生
活
闘

争
で
は
、経
済
の
自
立
的
な

成
長
、社
会
の
安
定
性
の
確

保
に
向
け
て
、「
底
上
げ
」

「
底
支
え
」「
格
差
是
正
」の

流
れ
を
継
続
し
、「
働
く
こ

と
を
軸
と
す
る
安
心
社
会
」

の
実
現
に
向
け
て
、一
人
ひ

と
り
が
自
ら
の
生
活
と
、政

治
・
政
策
と
の
繋
が
り
を
意

識
し
、積
極
的
に
行
動
す
る

こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

　
連
合
鳥
取
は
、「
働
く
こ

と
を
軸
と
す
る
安
心
社
会
」

の
実
現
に
向
け
、働
く
者
の

拠
り
所
と
し
て
、そ
の
力
を

結
集
し
、さ
ら
な
る
運
動
の

強
化
と
、地
域
に
顔
の
見
え

る
運
動
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　
２
０
１
７
年
が
、み
な
さ

ま
に
と
っ
て
、素
晴
ら
し
い

年
に
な
り
ま
す
よ
う
お
祈

り
し
、新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。

鳥取県議会議員坂野 経三郎 鳥取県議会議員浜田 妙子
　あけましておめでとうございます。
　１期４年間、返還を続けた政務活動費。
　２期目は、定期大会などを通じ、組合員のみなさまより

「必要額を精査し、県政発展のため使用すべき」と、寄せ
られたお声を反映することといたしました。
　また、政務活動費は2017年度使用分から、全議員のす
べての証拠書類がネット公開となります。今期は、政務活
動費で全国の先進事例を視察し、パネルを活用したわか
り易い議論に取り組みました。写
真は、100名を超える組合員のみ
なさまの御意見を聞いた上で、９
月議会で取り組んだ県立美術館
についての質問です。
　33才の未熟者でございますが、
更なる高みをめざし、県政へ邁進
します。本年も引き続きご指導よ
ろしくお願いします。

　女性活躍と言うけれど
　一億総活躍社会の名の下に『女よ社会参加を！　女
よ働け！　管理職になれ！』あちらからもこちらからも
大合唱です。
　『エエッ！これ以上まだガンバレ！？』女性たちから幾
度聞いたことでしょう。
　愚痴も言わずに、掃除　洗濯　食事作り。職場は職
場で男に負けずと頑張って、我が家の太陽お母さん、笑
顔を作って家族に大サービス。
　ホント強くなりました。でも～この苦労、娘にはさせた
くないな～だから、『お父さん！ワークライフバランス考
えて！』『私の話、せめて黙って聞いてほしい～』
　こんな家庭は少な
くなったのでしょう
か？
　もし近くにあったな
ら、私と一緒に働き方
改革を！是非足元か
ら！！私の願いです。

12月議会で質問12月議会で質問

※詳しくは、連合鳥取事務局へ
お問い合わせください。
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2017春季生活闘争 職場点検チェックリスト でチェックしよう！
連合鳥取
ホームページ
掲載

◆あなたの職場は大丈夫？◆


